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	行動特性の例

	· 特定の物や行動にこだわるところがある。
	· 本人独特の癖や話し方がある。

	· じっとしていることが苦手。
	· 気が散りやすい。

	· 初めての場所や人に馴染むのに時間がかかる。
	· 集団での行動が苦手である。

	· 大事な物をなくしてしまうことがある。
	· 突発的に行動してしまうことがある。

	· 人づきあいや友達づくりが苦手である。
	· おしゃべり好きでなかなか止まらない。

	· カッとなったり、イライラしたりしやすい。
	· 迷子になってしまうことがある。

	· パニックになってしまうことがある。
	· 運動や細かな作業など不器用な面がある。

	· 興味や関心が偏っている。
	· 気持ちを切り替えるのに時間がかかる。

	· 不安になったり、怯えたりすることがある。
	· テンションが上がりやすい。

	· 落ち込みやすい。
	· じっとしていて、あまり動かない

	· 人目を気にしすぎるところがある。
	· 人目をほとんど気にしない。

	· 他にも様々な行動の特性が考えられます。本人の具体的な行動の特性を書き出してみましょう。




· 行動特性に対する支援や対応の仕方が整理できたら、次ページの『支援のヒント集』に具体的な支援方法や配慮事項を書き込んでいきましょう。
具体的な行動の特徴やエピソード





どんな場面で、どのようなことが理由やきっかけとなりやすいのか詳しく書いてみましょう。
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